
 

 

1 

 

乳がん検診における乳房構成に関する Q＆A 

（自治体担当者向け） 

 

令和８年 10 月７日 

厚生労働省健康・生活衛生局がん・疾病対策課 

 

 

【がん検診受診者に対する乳房の構成の通知について】 

（答） 

○ 受診者が乳房構成を正しく理解することで、自身の乳房におけるマンモグラフィで

の乳がんの見つかりやすさや、がんになるリスクを理解した上で、マンモグラフィ

の結果を正しく理解することや、ブレスト・アウェアネス等の予防行動に適切に繋

がると考えられます。 

 

（答） 

○ 乳房構成を通知する自治体においては、受診者に対して、がん検診受診時に、がん

検診の結果と併せて乳房構成が通知されることを伝える必要があります。 

〇 その際、乳房構成は病気ではないこと、高濃度であった場合、直ちに、追加検査や

治療を必要とするわけではないことを知っておいてもらう必要があります。 

〇 ただし、乳房構成が高濃度である場合、マンモグラフィの感度（乳がんである人が

正しく陽性となる確率）が低い傾向にあること、乳がんのリスクが高くなることも

知り、今後の健康管理（定期的な乳がん検診の受診、ブレスト・アウェアネスの実

践等）に役立ててもらうことも重要です。 

〇 なお、乳房構成に関わらず、ブレスト・アウェアネスの重要性も伝えましょう。 

 

（答） 

○ 乳房構成の通知に併せて乳房構成について適切な情報提供を行えることや通知を受

けた受診者からの問い合わせを受け付けることができる体制が考えられます。 

○ なお、情報提供にあたっては厚生労働省 HP で公表する「乳房構成に関する情報提供

資材」 をご参照下さい。また、問い合わせへの対応にあたっては、本 Q&A をご参照

下さい。 

Q１  乳房構成を通知する意義はなにか。 

Q２  乳房の構成を通知する際に注意が必要なことはなにか。 

Q３  自治体で、通知に必要な体制は何か。 
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○ また、がん検診の受診勧奨の際に、乳房構成を通知する旨を、受診者に事前に伝え

ることができる運用がなされていることが望ましいです。 

 

（答） 

○ がん検診の指針改正は令和９年４月１日から適用することとしています。 

 

○ なお、乳房構成の通知に当たっては、通知の準備が整った自治体から順次、受診者

に対して、がん検診の結果と併せて乳房構成を通知ください。 

 

（答） 

○ （調整中） 

 

 

Q４  がん検診受診者に対する乳房の構成の通知をいつから行えば良いか。 

Q５ 問い合わせの際などに参考できる、乳房構成に関する詳細な情報はあるか。 


